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富幽海湾湾口底質中の有孔虫遺卜骸群集
　　　　　　　　　（底質研究をの一）　　　　　、

石’和田靖章＊

lR6Sum6

　　璽or蹴量聾i艶ra、m蝋hAsse皿漁奮6s，ずro㎞

　　　　　　　颪e蜘“hofToy泓m翫・IBay
●

　　　　　　　ぐ．StudiesonR㏄ent盟arine
　　　　　　　　　　　Sedimen重s・No．1）

by

Y＆もuf亡mi　Ishiw段da

　The⇒aper　is　the　prelim，inary　r今port　on

t五e　ecolo91cal　studies　of　the　recent　forami－

nife堺6reged　at　the　mou頓of　Toyama　B琴y．

A　cOmplete　report輌王1・be　o脱red　呂fter

伽ishing　the　supPlementarysurvey．Toy叙n＆
砺is『一mder・P今nseac・繭セi・n，’an母．in

Sum卑er段nd　autumn　three　w琴ter　SyStemS
．aredeve1・P磁beingstfati£edl（Seethe醐e

⑳p・183）　The　lower　Tsushima・Current
comeS　fro卑the　P＆ci丘c　through　s五allow
Tsushi璃a　straight　and／is　a　branc強of　tlle

s・uthe士nKur・shi・Cu灯ent・．丁五e叫eτmass
pecuIiar　to　the　Jεφa血・Sea　fiIls　the血ost　of
’the　J＆pan　Seεし（in1＆n｛1basin）　a豆（1is　a血toch－

t薮bnou＄．、

　　The　death’assemblag砂s、of　bent草op、1c．fo－

ranlinifera』are墓rouped，into至o興r（ArD）．、

　　AssemblageAistypica1“KuroshiQ’貞fauna，

the　members　of　which　ar6quite　common　in
the　K：uroshio　district　oロ　the、Pad丘c　side，

bρth　re3ept　ahd　fossil．－

　　Assemり13geBh細tra瞬i・naエ』character

丘omAtoC）butisdefinitelycharacterized
by　predQminance　of・ノsom6s加des　of　Cσ33づ一

4「％∫伽σ．

　　A塾s6卑blag¢C卑＆y・やe・quite　peculiar　tg

甑e　Japan　Seaうbotlh　recent　and争ssil．＄imilar．

asse醐agehaもn・t．beenf・und・ゆ“Pacヱー
丘c　side　even　in　t五e　Oyashio　u血der－gurrent．

　　Assemblage　D　is　remarkably　di仔erent
丘om　th60thers，The』catしse　of　this　faun亀1

differentiati6n　is，血ot　cle我r，．but　the、e廷e（；t　of一

山e　oligo－oxyge耳　water，such　as　in　the

　苦、燃料部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダペsta墓na．nt　water　mass　of　sub血αrin6Va．11ey・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
is　possibly　inferabl6．、

　　The　v6rtical　distribution　of　asse血blages
　　　　ヤゆ
w
e
l
l 　correSponds　Ito　wat合r　mass　aロd　its

vicissitude，an（i　not　to　the、depth．

　　It　may　be　necce§sary　to．take　into　account

not　only　simple　c五emic＆1－physical　properties

（s撃ch‘ast¢mpe蝋ure、・salinity，d三ss・1ved

oxy暮e虹etc．）　but“water、m歌3s．”

　　Therefore，in　the　shallower　part　w五ere

Water　SyStemS　are，㌧thin　and　many，rt五e
f且uhal　differentiation　is　rapid　l　aη（1conspicu一，勤

ous．　This　is　a．n　important　factor　for　t益e、

c・rr今1ati・n・fy・ungf・rm＆ti・ns』in．usinぎ
』
f
o ssil　fdraminifera，b賦atl　the　same　time

this　limitation　m3y－be　one　of　the　keys　to
analyse．証eev・1uti・nalchangesin－the・iP

fieldofJap換n。

　　At　stations－64－1and65a，greatΦ段ntity
of　remains　o至　planktonic　foraminifera　is　〆
d曾P・site急，頭erea，diもtictchange・ftempe－
－
r
a ture』もalinitylrelati・n，6uChaSCauSedby
coastal　waters，is　not　obser▽ed㌧on－the　sur－

face　layer．This　anoma！y　of　the　deposition

of　pla血ktonic　fgmminifer3’is　a　pfoわ1em　to

be　so1▽ed　in　future．

　　士ndividuaIs‡ra血sporte（i－fromちheir　own

living．places　do　nδt　dccupy　thβdominant

elements　in　anゴassemblages　in　the　present

cases．

　ト　現掘海底准積物の研究は，層序学にとつて極めて重要

なものであるが，一石油，ガズの開発にとつても重要な墓礎

研究である。地質調査所でぽ石油課等に於いて漸く此の

．種め研究に手をぞめようとしているが，就に行われた調

査6中・富中海湾の有孔虫概査の結果をご葬に報告する・

なお石油会肚の要望もおり，今後もH本海に重点を於い

て，底質の各種研究を続行する方針である。叉本海湾に

ついては・今称補犀的再調査を実施するので・次回に更

k詳しく報告したv・。’

底質研究に協同されている離保安庁綴局の須購

．取部長・中宮光俸海象課長・田山利三郎測量課長及ぴ本調

俸
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第1図等深線及び測点位置・Fig・本BathymetricChartandStat三〇n怒

査の採泥，海象観測を担当

した第四海洋丸船長佐藤孫

　　　　　　ヒ七技官始め船員・観測韻

の諸民に深謝する。叉本研

究を奨め或は助言を与えら

れた天然資源局LW．Stach，・

帝国石油株式会肚大炊御門

　　　　　　　　　，経輝撲師，東大周高孝次教

授及び石油課金原均二技
　　　　　　と官，大山桂按宮，小野暎按　　・

官の諸賢に深く敬意を表す

る。

1．湾口附近の環境

％

3Gト

20

lo

0く

9

＆ ／
．／

／

／

／

（亙）地形

富山湾は凪本海側に於ける

本州最大の海湾で・、湾口北

部の能登孚鳥東北端より東

へ陸棚が張り出し台地状を

呈し1その周縁は約300mの

深度であるが，既の部分は

海底地形・海流・陸地地形ら

河川等の関係より，bankに’

近い條件下にあると到断さ

れる。1叉この部分の陸棚斜

面は湾内に向V・8。ん12。の．

　　　　　傾斜をなす。湾口南部本土側では，陸棚は3qmの深

匙δeptん　　　さ迄発達し，以深は7。以下の傾斜を以て深度1，009斑

！65箆♂賑　 丙外の広く且概ね李坦な湾底に達する。湾底には，湾
60　83　A　　　　・口北部より中央に侵入ずる1，200↑4，300mの深さの
，60一『　14ユ　　A

　　　　　浅い蛇行する海底谷がある。

　　　　　’／64’口48、Bこ。

　　／ン
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　　／　・εク
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　第　21図　各地点底質粒度組織
　Fig。2．，Cu狐ulative　cu蓄vesl－of　sedi魚ents

　　　　　　　　㌻

ノ

（2〉　底質　300m，以深の海底は泥質で，200m附近

より急に粒度を増し，砂質泥，細砂に移るが，底質分布，

の状況は海図120号より到断され泥い。なほ採泥点で

の節分結果は第2図礁示す。

（2）海況，本海湾は溌面的に外海水が侵入し・完全　　，、

な内湾環境ほ湾奥の七尾湾以外に見られない。從つて』

本海湾湾口附逓の海況は本州側中部H本海の海況と略7

々同一である。H本海ほ外部と200m以浅の4海暁．

水　　系』
Water　system

深・度’m
　聖：［）epth

轟謙臨／・一・・

塩　分％
　Sa1孟nity

濫　　度。C
Water』temperature

　　溶存酸素cc／L、
pH　diss。1vedO2

33．00｛ゾ34．10 28～22 1＆4一圖5－61
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第　　一一晶　躍i　層　　　、1st　spring　　（or　discontinuous）　1ayer

　対島，海流、下暦
10wer　Tsushima　Current、

　　（中　枢部）
50～150 34こ40の》34．50

ヤ　　　　　　　レ

　20～10 8．3～8。2 5．5～7．0

　　　　ロ
第二’躍暦 2nd　spring　layer

一爾纏肱益諏，25・ぐ 34。00士 1～0 lT8陥71．脳5

　　を以樋じるのみの内海（灘）であ編・

　　その大部分が均質なH本海固有の冷水塊に

　　より占吟られ，対島海墜より流入する水系

　一が強勢となる夏一秋季に表暦に諸水系が層

　　3伏に発達する。富山湾口の観測結果（第四

　　海洋丸，1948，8月）タづ之等を簡軍に奉融

　　・すると；　（第3一図参照）

、　　，対島海流上層は黄海低塩分水と黒潮との

　　混合水系といわれ，，同室暦は南方の黒潮の

　　分枝で，対島海映より侵入し，本州滑岸を北

　　上して大部秀津軽海映より太平洋へ流出す

　　、る。固有水塊は殆んど中立酌垂直安定度を

　　示し極めて均質な水塊である。冬一春季に

　　これらの成展肌態が不明瞭になる。溜度・

　　塩分のおよその年周変化は第4図より推察

　　されたv・。
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II．有孔虫遺腰群集

　（i）　資料採取，採泥は1948年8月水路局測量船第酉

海洋丸（200t）に依り行われ・St・6島63・6緬狙は水路

　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　部型探泥器，

　　き

　　i
　％巳！　1　　－
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　　曾　　　　 　　　　　　　．～ノ汽￥　，oom
　　l　　．　　淋＝丁義＝蝋㌔一蛍、　、お”乳’＼

熱拳躰鰹鴻
　，聯　　　　＼一一・ぎ㌧

　　1
　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　　1　　　　　　　　＼　　／
　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　あ

酬、　　　＼ガ

誌、∫』』，」

し

獅　葛V　V　Vl　W　V聴I　IX　X　鴇　　刃茸

　（b〉　塩分年変イ［二概麟各

b．Annual　Variation　of

　Salinity

St．60，60－1，

61，65を】よ同

船備付けの

簡軍な採泥

0

暴によつ鵡なお購髄常の海象翻哩も行われた・底

質は］亘乾燥し，持帰つた上埣いて混含し・原則として
40gr抽出し150メツシユ箭上で；水洗し乾燥後酋塩化炭』

素で浮選した。若し量の多い時は四分割法で適当に減量

し，白線を引V・た方腺黒紙上に撒布しrandom　orderに

選ばれた方眼から底懐型が100個体になる蓬選別する6
（各方眼毎に徳られた数が著しく不均等と認められたち，

撒布操作から繰返す）。此の様にして各種の標本に於け・
a
る相対頻度を求める。

、
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　　　第4図　（c）．水温・塩分年較差
Fig。4。c．Annulal　Range　of　Temperatnre＆Salinity

、

第　1　表　　底陵種百分牽分布表，

Table　1．

Percentage　Distribution　of　Benthonic　Foraminifera　at　the　Mouth　of　ToyamぴBay

lAssemblage

I　Water

l　s夕stem

ll

一 St＆tion

Species ゆep曲蜘
1鋤h・96吻加吻hσnゴ（PARK旱R＆J・NEs）

2　　1ヨ％」♂〃勿％‘z吻‘z79わzα云‘z　d’ORBIGNY

3　BoJ初勿z‘z70わ％s臨H．B．、BIRADY

4　Pダoまθon伽α碗卿％9蜘グ卿お（H．B．BRADy）

5π励ρhグ・9伽4召3・gZ・郷6鰭B貼DY

6　C硲s2伽1劾α知観ASANO＆：NAKAM▽RA　　　　－．

7　C毒、　3⑳3Jo60s‘z　H．B。BRAI）Y、

一
，
8　C．　　6α」蜘7初6α塀名タψ伽」64ASANO＆NAKAMσRA，

9　E砂hJ4’％％z召4z／8％％％z（CUSHMAN）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの
10』’E．　μσ朋蜘HUSEZIMA＆MARUHASI
11　孟％g％log6グ碗召sp．1

12　　乙7薇g召グ初4汐2グ召g7’％αCUSHMAN

13研　ψ・δ伽6伽，d’ORB・GNY
14　　7㍗06hσ勿z％毎n4ブαメ》oκ診6α　sp．血ov．

15　π砂」⑳h躍喜解024es♂鰯JZ∫ssα孟α（BRA前）1
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柏崎沖陸棚上にあづて

は，、本群は40mより出

現し，特に後種は50瓜

以深より優勢になつて

くるという。本海湾の・

観察を併ぜ見るに，後

種の分布は前種に比べ．
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あろう。これら優占1優
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　2）GeoL　Rep㌃・Teikoku　Oil　Co・，No・1182（Mar－

　　1949，MS）（in　Japa血ese）
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　浅野清氏に依る若狭海湾浦島礁の“200m酎近の第二

群・・が本群に当ると推定されるが，分布表が定性的であ

る爲，これも確言し得ない。本群集に類似せるものは・次

’爪暦，脇本層などより発見せられるが，同等なものではな

い。太亭洋側の現生，化石両群集共未だ類似するものは

　　　　　　　　、報ぜられてなV・o

C群…　！4％9％Jo9召1珈召一U∂296グ初αAssemblage

　　蓬地　St．61（468m）St．62（947m）St・64

　　　　　（633m）
　　’水　系　　日本海固有永塊

　　底質　泥
　∠4κ9％Jo9召■魏αsp．1．を主依とし，U∂∫望グ」耀の二種を亜

．優勢種として件う。その他7『70‘h佛癬郷知ρo勉cα，1蛋s一

加κ0痂0πS♂6〃6如郷，Q％2緬％6Jo6％」2％∂6％％S！αが本群中　，

に始めて発現してくる。今迄の所，越後油田の西山層よ

り類似群集が発見される外，太亭洋側では，化石にも叉現

生でも（親潮潜流・本耶洋固有水塊上部）発見されてV・

ないα

，D群合renace・us｛・rmsAssemblage

　　産　　｝也　　　St．63　（1203ml）

　　水　系　　貝本海薗有永塊　『

　　　　　●但し海底谷壁の上部に位置する

　　底・質一『泥’
　上位とは僅に250血の深度差であるが，群集は急変す，

為♂過牛が砂質毅有孔虫に占められ・石次質殻のものは

・（2初耀％6Jo6漉郷σε％％S厩のみが稽著しい。本種は他の

St．では少V・。海底谷壁の上部に位置しているが，この様

ぐに砂質殻型が優勢になる事と海況との関係は不明であ

る。1936の紳戸海洋気象台春風丸St・12Q7。14・’3

　　　　　　　　　　　N－1370　36！5
　　　　　　　　　　　　E）の観測は，
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　　　第2表　浮遊性有孔虫遺骸量
Tal》1e2　Proportio珠of　the　planktonic　foraminifer耳

　　for　the　be璋thonic　remains（講100）

位　置
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度
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水　　系　 対島海流下暦i　日本噛海固有水塊
Water　Lower　Tsu－
system　shimaCur．

∫＆panSe琴peculiar

　water　maSS

この海底谷中

・に僅に入つて

いるがシ谷の　．

　　ダ内外では永温

に
、
差はなく，．

SiO2，P205カこ

谷内で不蓮続1

に高い値を示㌧

してv・る。Q2

の観測は欠け

でV・る。

・（3）浮遊・

・性型遺骸1こつ

いて註記

　St．64－1（248m〉及ぴSt．65（222m）では浮遊性遺躾

量が彩しいのぞ本表から省略　　　　　・。

　〈At＄t鼠6↓1a血d65en・rm・us、quanti敬・ft五e

・Plankton1c　remains（颯ostlyαoみ言961初召伽ZZo’46s）

is　deposited㌧so　that　t五e　relat三ve　abundance　of　them

ism・rethan10timeもas、muchasthebenth・n隻c
forms．）

第2表に各産地毎に得・られ左浮遊型遺骸の底綾型100

個体に対する相対頻度値を示した。St．β5とSt．64・1が

除外されてV・るのは，これら地点の遺骸量が余りに著し

く，底棲型遺骸1の相対量が非常に小さかつた爲で昂る・

：F．L。Parker（註）は米国東岸陸棚上で浮遊性遺骸量が

急変することに対して，小規模な水系混合により水温・塩

分の分布が急変し，これが遺腹量の急変に関係する様だ

と説V・てV・る。St。65，St．64－1附近では必ずしも此様な

関係は認められず，両地点の異常堆積の原因は未だ速断

し得ない。

なおGJo玩86擁％σカα6hツ46〆吻召とG．4z〆礎ケ6あとは

Cushman等に依り冷水性底棲型とされてV・るが，便宜上

ことに扱つた。両種は第2表の如く，冷水塊中に大依多・

いといえそうである。

皿．要約．

環書の如く，・結論的推論は成可く握える事とし』第3表

に結果の大要を表記する

ただ，二，三附言すれば1，

I　Parker（文献表／・PP・名34－236・

8一（189）．

＼

の
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二1。　A～C群は性質に於て越後油田の和南津，灰爪，西

り　山の諸暦より産ずる代表的化石群に類似し宅いる。

2。・群集のd玉fferentiゴtionは，主とし「て水i系に依存し、

　トてV・る檬iに見之深度に依らなV・。從つて水i系が薄

　く，多い浅海・浩岸では群集は複難で，逆に例えば

　旦本海固有水塊の如き項質な本塊中では水耶。i垂．

　直1共に広く1司一型が分布する。

こ3。11。，甲2。より油田に於ける有孔虫による対比は，背

　斜部と向斜部，沖と周縁等の場含では相当・恨重を

　要するととが判る。但し此の制約は，潭に油田爾　、．

　ev・1u｛i・nalchanεe解析め重要な鐸の一つ唖

　なる・　・煮　＼　．りr
4・殻の蓮搬が常に問題になるが，今日の例では，海洗

洗向・塀等によつて儲賜入」r落拠み」が、

　認鯵られるけれ一ども，これら外來者が大きな相対

　頻度を占めている所はなかつた

、DESCRIPTION＄AND　NQT：ES『0：N
　　　S6M甘SPECIES　．

く｝enusL伽osρ惚HδGLuND，1947

　　加渉グ05汐吻．sp．，I

　　　Figs．1a，b

・Test　circular　in　side　view，・ne段rly　involute

。nbqtnsideslsutufeSratheri血distinct，very

sli喜htly　depressed，str読ight　to　t血βperipheral

margin　l　chambers『pot】obulate，usually8in
the　last　formed　whorl　l　Wa翠coarsely　arena一、．

ceous　but』smoothly恥ishedゴyellow』brσw血

coloured；aperture　an　elongate　open享ng　with

sli琴ht輌ustabo▽e‡heinne即a「glnon、
the　apertural　face．・

、Diamet6「luptoα65興；thi璽knessupFrto
　O乙40mm．

LOCALIτIES：
　St』60（83m）Lower　Tsushima　Cur卑nt
　　、（Kluroshio　prope均乙R＆re．

　Sし61　（．468mフ　V～7ater　m＆sミ　peculiaP・to、

　　Japan　Sea．111divi（1uals　r翫rely　obtai血』

　　ed』＆t‡his　station　seem　to　be　trans－

　　ported　from』the　upPer　places　in　l

　　Tsushi1na　Current．
This　species’is　si血ilar毛o　BRADY’s　figμr6in

ゆ　Chαπ6％g召グReporし（PL－34figs．8aらb），

Genus　T70σhα辮郷∫％σPARKE翠＆JoNE白，1860

　　Tグooh‘z％z郷∫παゴαρo％∫04sp．nbv．・

　　　　　Figs。2a－c．

Test－free，trochqおspiral，periphery　broad』

1yr・unded，umbi11ca1・areai恥t知eventr呂11　／
6ide　d6eply　depressed3　chambers50f6ip

9一く190） 夢



七he輸nal　w1めr1，infla牟ed　and　slightly　lobulate；

＄utureSindiStinCtint五eearlyStageSl，de・
pressed，・not　curve（i，and　obli｛iue　to　the　inner

mar墓in　on　t五e　dorsal　side　but　peゆendicular

totheperipheryontheventrals三de；wall
ra㌻herIc・arsely arenacq・us・butsm・・thly
丘nished，cement　white　to　brownish；『aperture

semi－circular　opening　at　the　base　of　the

ventral　side　of　t旋ch換mberl

Diameter＝0．38mm　thickness＝0．2Qmm’
　　　　　オHo10type　from　S㌻．62，（94・71n）　、　づ　1　・・

LOCA：LITIES：
　　　St．61（468血），St．62（947m），St．63

　　　（1203m）andSt。64〈633卑）一allinthe
　　　water　mass倉eculiar　to∫apa耳Sea．Ra・re

　　　tO　C6mmon．

Genus　No痂o，z6泥αCusHMAN，1926　・

　M痂o％6伽gZobos召sp．no▽・

　　　　　　　F｛gs．3a－c

　Test　a¢o魚・shaped，aSymmetrica1，peri－

phery　founded，dors母side　with　ch段mbers

endin喜at，theumb通calarea・・nv6ntra1
＄ide　in▽Olute　and．umbilic田e聾d．、of　the　last一

｛ormed　ch2しmber　broa（11y　exten（iing　beyond

umbilicus　With　abou㌻5sぬort伽gers；su㌻ures

aistinc隻，slightlydepres＄ed，neaτ1ystraight・

oblique　to　the　peripheral　margin　l　wall
smoOth少thih，hyaline，finely　perforate；・aper－

turen呂rrows胱＆tthe、baSeoftheaper－
tur段1face．

』Lengt五＝0．42mm、l　breadth＝0。24mm、l　thick－

　　　ness＝0．22r“m
Holotype　fr6m　St．64（633m）

：LOGALIT亙Eミ：　　　　　　　　　　　』　　．　’

　　　St．64（633m）Water　mass卜pecu1彰ar　to

　　　　　　Japan　Se我．　Rare・

　　　St．65（222m）　＆St．64－1（248血）Second

　　　　　　spring】ayer・　Very　r蓼ギ（ミ・

　　This　is　chara（コterized　by　its　peculiar　acor且一

shaped　　test　a鍛d　負虹ger－1ike　Iobelets　at『tbe

umbilicahegi伽・ntLeventralside．

Gen．u＄β薦♂解魏召d，OR31GNY，1826，

β％」づ郷脅z溜盟zσ79∫鴛σ護σd’ORBIGNY　　　k

　　　　　　　　　Fig．4．

「B禰吻郷郷召7g’2郷彪，H』B』・BRAI）Y，1Rep　Voy。ChσZ－

　　　Zε〃g8グ，ZooJogッ，Vo玉！9，1884，P・，405，p1！51，五gs3－5

　　　一一CusHM入N，BulL71，U．S．Nat・蜘s』pt・21911艶

　　　P．83，t璽xt一五gs．136a，b，一一CusHMAN＆PARKER・

　　　Prof　Paper210－D，U　S．、Geo1・S蔓rv・1947・P・119シ

　　　P1．28．五gs．5，6，一lkari，SuisangakuZasshi…

　　・No』30，1927，P．3，P1．1，fig．7。

β％12擁紹　召6％Zの如，HADA，Sci．Rep、Tδhoku　fmp一

一Univ．（Bi・L）V・L6，1934，P・美27・text一五言・8生

H・1・typedescriわedfrQmrecentmaterial
　　　fromlta1重．　　　　　’

FOSSIL　OCCURENCE：
　　　Pliocene　and　Quat6mary（w批m　wa，ter）・

　　　deposits　on　the　Paciflc　side　of　Honsh乱。

　　．Plio・Pleistoとene　Setana　fgrmation　in

　　　Hokkai（1δ．

ECOLOGY：
　　　S・utη・・fJapan，345fm＄：・伽pan，258anこ

　　　440fms．：South　of　Okinawa，1075m：，『

Southwestem　N6rth　PaGi且c，860m：Tosa一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　も
wan（Shikσku）91－349m（KurosぬioC慮一・
rent）．：Onagawa－wan（Miy＆gi　Pref．）31．

m：Mis亀ki（Kanagaw＆Pref。）lessth呂n
10fms．：Off　K：ashiw歌zaki，38m　rmre）51．

、lm（com、mon）64－88m十（abu廻ant）：Tq－

yama－B参y，83血（c6mmon）1タ2m（abun母一

、ant）222m（commonク248m－1203m（r冴e，。

possiblytransporte改romshallo宙erpaゆ

Genus∠4銘gz610g召厚”σCusmlAN，ヱ927

　　　　　、A％9多6109副欄sp．1

　　　　　　1F呈gs．　5琴，b｝6

　Test　about　twice　as　long　as　broad，，tぬe・

broa口est　parしnea4y　in　t血e　midd！e・trian－

gul＆r　ip　tr＆ns▽erse　section，　t恥e、periphery－

10bulate　and　rounded　especi呂Ily　in　the　early－

st歌ges　l　chambers　l　distinct　and　　illnated；l

sutures’distinct蜘depre＄ミedlw311・r一・
namented　wfth　lon窪itudin翫r　cost＆e　o耳all

excεpt　last－formed　c＃amわers　in－the＆dult。、

盒nely　perfor＆te　l　aperture”with　very　short

tゆularne6kandp熱i＆1inelip。．

：Length＝Oa？0．4mm：diameter＝ca．0．2血m

LOCALITIES：・
　　　St．65・（222m）s6con（1spring　layer（rare），

10・一（191）

St・　64－1　（248m）　Second　　sprlng　　layer

（common），St．61（468m）St。64（633m）、

駄nd　St．62（947m）water　mass　Peごuliar．

to　Japan　Sea（abundant），St．63（1203m〉

Same　water　as　preceding　system（stag－

nantlwatermaSS？プ（rare）、

＼
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GenusC翻4％1吻dヲOR壼・GNY・ユ826
C硲s∫4％Z伽4ツの66ASANO＆：NAKAMURム
　　　　　　　　　　　’Fig．10

C召3s躍％伽α知襯，AsANo＆N直KAMuRA，Jap．Jour．
　　　　Ge・LGe・gr・V・1・14・N・s・3義1937・P・1尋5・

　　　．pl．14，丘gs。1a，b．

H・1・typedescribe¢fr・mPli・ceheSetan＆
　　　　fqrmation，H：okk呂ido。

FOSSIL　OCρUREN（）E：
　　　　CommOn　in　tぬe　Pliocene　deposits　on　thel

　　　　Japan－Sea．side．
〆

LOCAHTIES二
　　　　一Recent「material　has　not　been．rもcorded

　　　　by　this　time．Toyama－Bay．St』65（222

　　　　m〉second　spring1段yer（cQmmon）8t・
　　　　64－1（248m）s3me　as　preceding　one．（rare）

Cαs3班％Z伽αo認がの％20σCUSHMAN＆耳UGHES

　　　var．ゴψo卿04AsみNO＆四AKAMURA
　　　　　　　　　　。Figs．　11a，b．

Cσss∫伽12郷ノ砂o初昭，A“ANo＆NAKAMuRA，Jap。Jour。

　　　Geo1．Geogr．Vol．14，Nos．34，1937，p．144，pL

　　　13，五gs。1，27text一五gs2、2呂・rb』

H・1・type『、aesc曲ed・fr・m，recentmateria1

　　　圭ro血　Urなshimみ一Bank，　Wakasa．wap，

　　　Jap歌n・Sea．（2GOm±）
　The　present　specimens　are　considerable　as

th豆tgP・types。A嫡・ughth♀『・riginal五gures

琴nd’descripti・血一sh・wdistinctdi廷eren£es

fro血C．ごσ」顔）プ％ゑ6α，it　may　be　a（ieqluate　to

treatthis∫apon1cspecies且savarietyofC・、

磁加甥加・fromthecomparisoゆetweenthe’
present＄pecimens・and　the　Califomiaロfo＄sll

Specimens。

　　The　varie七y　is　distinguishablefrom　the

speclesbyh乱vingm・re琴cuteperiphery・f』
t強e，丘nal　chamber　and　very　slightly　less

慕10b“1ar　t¢st・

　　PIiocene　species　recor（ie（1under　the　na卑〔斗

C．ゴψo初o召， which血翫y　be　ancestor　of　the
v＆riety，lfr・mQi1盒eld加thのap象nSeasi¢，

is　har母1y　distinguished　from　C．oαZ蜘解吻．

LOCAUTIES：・
　　　　St．65（222m）（common）ぎnd　St．64・1

　　　　（249m）（more　com血on）bofh、second
　　　　springlayer．St．04（633m），St．G2（947

　　　　：ゆ＆ndSt．63（1203m）a1Linthewater

　　　　massかeculi段rtoJapanSea（rareto
　　　　commo旦）

ノ

　　　　　　　　』Cαss諺％伽αゐσs伽砿α為伽s茗s

　　　　　　　　　　HUSEZINA＆MARUHASI『

C4ss吻1初α加s勿σ2姻β6％sゑ3HusEzIMA＆MARuHAslツ
　　　Jour。Sigen　Ken　VoL1プNo．3，1944考p．399，pL、

　　　34，五gs．13a－c．

H・1・typedescri玲edfr・卑Pli・ceneHaizume・
formation，Niigata　Oi1：aeld．
　　This　species　is　c処osely　related　toρ．％o処

oグoss♂CusHMAN（Smi㌻hso血ian　Misc．Co11．Vo1．
89，：No．9，P．7，P1。2，figs．7a－c，descfibed　from

o任：NE．G：ree血land）

FOSSIL　OCCURENCE＝
　　　　H：aizumeandNiShiyamaformationsin
　　　　Niigata　Oil　fleld（Pliocene）　Koetoi　for－

　　　　r陰ation　in　Hok≧aidδ（Pliocene）

：LOCAILITY：
　　　　R♀centmaterialhas一耳・tbeenτec・rde尋

　　　．by　this　time、

．　Toya士na－Baゾ：St．63（1203m）（Ψater
　　　　mass　pec亡1iar　to　Japan　Sea』（rarも）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　［主　要　文　－献］

Check　list　of　bibliogr象phy　excluding

　　　　　　　　　　fて）ot　notes

Oceanography
　（1）、M．Uda．：　“衰esults　Qf　simμ1taneous

　　　　　oceandgraphic　・investigatio沸　in　the

　　　　　Japan’Sea　and－its　adj＆cent　wate士s

　　　　　during　O（二t．and』Nov．，1933”

　　　　　Jour．・lmp．Fish．：Exp．Sta・No．7，PP・

　　　　　91－151，1936．、

（2）KObeMaτi蛇Obsevat・ry二“皐ep・rtp至

　　　　　the　oceanogr＆phical　observations　o丘

　　　　』board　the　R』M．S。“Syunp五Maru”in

　　　　　t面e　Toyama－wan　（1936），，Jourゼoce－

　　　　　anogr．Vol．XI，No．3，pp．509－534，王938．

　　（3）　M．　Uda：　‘‘Notes　on　the　origin　of、

　　　　　deep－water　in　thg、seas　a．dljacen㌻to

　　　　　Japan”　　　　　　　』　　　　　　　・臼

　　　　　Jap。．Jour』Limno夏。Vo1。8，N侮3－4，pp。

　　　　　195－204，1938』

　　（4）Z．・Yasui：　“Density　c“rr㎝ts　in　the・

　　　　　m・uth．・fT・y3marwanandSuru琴a一
　　　　　　　　　，，
　　　　　wan
　　　　　J・uLOcean・gLVgl・X耳・卸・・3・PP」

　　　　　459－462，1940．

Ecology
　　（1）Y．H＆da：“：N・tes・nthereqentf・ra－

　　　　　minifera　from　Mutsu　Bay”

11－ 『“ 92）
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　・　／．　　　、EXp：LANATION　OF　THE　PLATE

FigureS　　　　　I6　、　　　　ノ“
　1　a，b　　　　Lσδ70sρ2■召．sp．1

　。2　a，b，c　－7『グ06h召解禰解ブ勿o初6αsp。nov．Holotype

　3　a，b，c　　，Z￥砂犯20％ε〃α言loδosσsp．nov．Holotype

　4　　β％」吻伽脚7g枷姻・ORB・GNY

5葛b姻9吻sp・，1（megす1・spムer’cfqrm）

　6　、㈱1・9蜘sか・1（mega1・spher三cf・rm）・
　7・、　Fγ279％」脚6・郷伽伽EGGER“

8’ぴ擁9吻吻轡αCUSHMAN

・
，

9　　・ぴ窃9召加．ψ。伽・剛σd・okB・GNマ

　　　　メ

’10』．倒蜘吻ASANO＆N（KAMマRA　’
　11a，b、，．　　　C‘zss∫4z61わz召αzJゲひグ吻6αCusHMAN＆HuGHEs

　　　　　　　　　　ブ砂o伽As拳N9＆、彗AKA即Rへ
f
1
2
　
　 7C翻繭z磁ω♂9伽d・ORB、曲

×　33　St．60

×・66　St．62』

×　66　St．64

×　66　　St．60　　　　　　’

×　66　St、61

　　　　　　1
×　66　St乙64

×　66　St』63

×．66、St。64

×’66　St．64

×　66　St．65

　　／一

’
×
・言3St乙65，

×　33　、St．62

．〆

／

8

隻

／

、

12乙、（193）

、
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●

　　　Sd．Rep．Tδhoku　Imp．Univ．（Bio1．）
　　　Vo1‘VI，．：No．1，1931ρ

（2）哀．As＆no：　“Foramillifer＆from　th6

　　　Urashima・Bank，Wak段sa　B＆y”
　　　Botany＆Zoology，Vo1．7，No．10，1939』
．（3）M」’L．ノN＆tねnd．：　“The　temperature．

　　　and　depth一（1istribution　of　sgme　recent
　　　3n（i　fossil　foraminifera　in　t益e　southern

　　　Califomi3nregi・n・’l

　　　Bul1．Scripps　Inst．Oce段nogゑ　T6ch。
　　　Ser．Vo1。3，No．10，・1933．

（4）R．D．Norton：・‘Ecologic　relation菖6f
　　　somel　foraminiferal”

　　　ibid．Vo1．2，No．9，1930．

　　（5）T．W．Vaughan　l‘8：Eco1Qgy　of　modem

　　　　　marine　Organisms，Iwith．reference　to、

　　　　　Paleogeography．”
　　　　’Bu11． Geo1．Soc．Amer，．Vo1．51，pp．433・・

　　　　　468，1940・

　　（6）　F．L．Parker：　“Foram茸nifera　of　the・

・　　　　continental　shelf　丘om　the　gulf　of

　　　　　辮e認翻d老．．，．gylV．，．、。傷，

　　　　No・2，194＄。

On　the　detail　of　the　oceahographic　observa一
り
t
i ・ns，も6e“2ub．N・る981，Hydr・gr』耳u11。Spec。、

No』Ma士chヲ1950pp．59－61．”・．

摩

Note：

’

～

、

553，44：065：550・8　（521・14）：622。1

　　　　　秋田縣太良鉱輿鉛葦鉛鉱床調査韓告・主として

伊　　藤’

　　　　　　　　　　　　R6sum6

T｝亘e　Le泓魂一Zinc　Dep〔）sits　o釜t血㊧Dair我

ρ

醗i聾e，Akita　Pre墨ec加reうwith
　　　　S脚cial　Re£ere鯉e　to

　　　　　　　No．14、γein

　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　Shδsuke　Itδ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

箕eleadandzinCd6POSitSOf

●

　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－the

Daira・Mine，Akit＆Prefectnre，．occur　in、ψe

so－c呂11ed　“Tertiary，Green．Tuf〔”　in’the

noγth　eastern　dlstrict　of　J＆pan・D亀ira　de－

pqsits　lare　of　thePρpithermal　fissure丘11ing

vein　type，and　the　faulted　vein　type．

　2．About　twenty　yeins琴聡known，and
three章ssureallingマeins，andtwσlaulted
veins　have　been　newly．found　in　this　re－

searcL　The　fissure　filling▽eins　areかarallel

e＆ch　otぬer，，and　their　strikes　are　about　E・W．

ThQf加1tedveing，bei直菖・flittlewgrth，are
made　gehetically　in　be（iding　slip．　In　genera1，

t血e　faults　run　about　450　to　the　direction　of

t：he　fissure　veins．Those　facts　sh6w．that・

the∫aultwaspr6du¢eda1・ngthemaximum
shearing　plane　by　compression　from　eaβt

a・nd　west，and　t五e　fissurewas　mad6by　the

tension　vertical　to　the　compression．

　3。The　lower　Iimit　of　the　mai尊cry§tal－

1ized　p＆rts　of　lead　揖nd・、ziロc、ores　in　each

vein我re，1aid・nthβ・Sa卑eleve1，ab・亡t300
　　　　　　　　　　　　　　　■

昌 介＊

亙4号鍾に就いて

　meters　above　Sea－1evd．Their　depth　calcu一・・

　1ated，to　be　about150met6rs．The　writer
　wants　tq　call　this　parts　‘‘the．crysta1一
　、1ize4　zone　of　Iead．and一・zinc一一〇res．”　The

　ma痘mum　length　of　veins　is　measuredユ50、‘

　血e㌻ers　an（1average．widt西　is　abou㌻10cm．．

　　　4．The　ore　shoots－in　t恥veins　are　fo球nd．

underthef・・twa11・f1・脚eヤ孝nglefaultミ・

　　　5．The　principa1←ore　miner＆1s　are　zinc．

　blendうgalena，associated　w量th　some　pyrite，J

　and　c郵alcopyrit♀．There　are　a　few　gangue

minerals）i．e．，¢alcite，quartz，clay　matefi歌1》．

chlori㌻e．Rhodochrosite．and　mang＆no・calcite・

・arerarelyfomd．、

　　6．　The　alteration　of　country　Tocks　l　iS．

predominant　in　carbonatizatlon，chloritiza－
　tion　and　kaoliniz呂t｛on　all　ove士the　beighbouτ一r

／hood　of　the』deposits．　Silici五catiOn　is　relati＿、

vefywe段k．

　　7，The　proved，and　probabl？ロoreτeserves

estimated　are　given　in　th今following　table：

’

proved　ore 1．5×104t“　　。grade　（Cu　O．65％

。　　　　　　　Pb3。30％　　Zn7。6弓％）

probable　ore 1．9×10をt・一grade（C叫0。43％
　　　　　　Pb∫・30％Z亘5・78％）・

8・Theresultofthis’investigation，can．
be　concluded　as　follows：the　existence6f

hidden　veins　can、be　supPosed’to　exist　by－

the　genetiρmechani＄m　of　vein　systemひThe、
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